
資料 （調査用紙）



一大東町中学生の骨密 度と身体発育・栄養・活動との関連調査のお願い一

思 春 期 前 後 は、 成 長 ホ ル モ ンの 作 潮 で 身 長 が著 しく 傭 びる 時 期 で あ る と と も に、 性

ホルモンの影響で骨 密度 （骨 量） が急増する骨 成長期でもあります。

骨密度 は生まれてから徐々 に増 乏ますが特に思春期前 後で急増 し、 その後また２０歳

頃まで少 しずつ増乏ます。 そ の後４０歳くらいまでは増 える ことはあり ません が一定量

を 保 ち ま す。 しか し、 そ の後 は 滅 少 し てい く こ と が知 ら れ て い ま す。

高齢 になって から骨 粗髭症 （骨 量が低くなっ て骨折 が起こ りやすくなる 病気） をお

こさない ためにも思 春期 前後の骨 成長期 に骨 量や骨強度が できる生渚 をすること が必

要 で す。 骨 密 度 を 強 化す る た め に は、 カ ル シ ュ ウ ム や ビタ ミ ン Ｄ を 取 る な どの 食 事 や

運 動 が重 要 と い わ れ て い ま す。 し か し、 成 長 期 で ある 申 学 生 を 対 象 と し た デ ー タ は 十

分ではあ りませ ん。 そ こで骨密 度と身体発育、 各種栄養摂 取量、 活動等 の影響を調査

し明 ら か に す る こ と によ り、 中 学 生 か ら 骨 密 度 が 強 化 で き る よ う な 生 活 を す る と、 大

人 に な っ て か ら 骨 粗 髭 症 を予 防 する こ と が で きる と 考完 ま す。

そ こ で、 今 回 学 校 の 協 カ を 得 ま し て 大 東 町 健 康 調 査 の一』環 と して 申 学 生 の 骨 密 度 の

測定と 栄養と活動等 のアンケー ト調 査をする ことになりま したので是非 ご協力お願 い

い た しま す。

調査責任者 東京女子医科大学看護学部母性看護学 久米美代子

骨密度と関係が有ると思われるも のの調査です。 お家の方１こ聞いて書いてく ださい。

１、 生 ま れた と き の 体 重 （ ） ｇ

２． 生 ま れ た と き の 週 数 （ ） 週 （ ） 臼

以 上 は、 母 子 健康 手 帳 に書 いて あり ます の で、 母 子健康 手 帳 をみ て 書い てく だ さい。

３． 家 族 で 骨 粗 髭 症 の 人 が い ま す か。 どち ら か に ○を つ け て下 さ い。

【 い る ・ い な い 】

【生徒・保護者の方へ】

お 答 完 い た だ い た 内 容 は、 骨 密 度 と 栄 養、 活 動 な ど健 康 と の 関 連 を 明 ら か に し、 誰

もが健康な生活を送 れるよう にするための貴重な資料と して活用 させていた だきます。

その場 合、 緒果はたく さんの 人たちの平均値 な ど数値と して公表さ れますが、 個 人が

わ か る よ う な 形 で 公 表 さ れる こ と は 絶 対 にあ り ま せ ん。

栄 養 調 査 に 関 して は 傾 人 デ ー タ が で ま す の で 生 徒傾 人 に結 果 を お 返 し い た しま す。

健康な生 活に最も重 要な毎日の 食事を考完る ための資料と して活用 していた だけたら

幸 い で す。

学年 学級 番 調査番号

資 料 ２－１



大東町中学生の身体や生活・活動 （身体 を動 かすこと） についての質問票

質 間１． あ なた の こ と です。

①月経 はありま すか。 どち らかに○ をつけて下さい 【 はい

②月 経 が は じまっ たの は何 歳の と き です か。 年 齢 を書 い て く だ さ い

いいえ 】

（ ） 才

質 間 ２． あ な た の 生 活 の こ と です。 どち ら かに ○ をつ けて く だ さ い。

①偏食が多い

② ダイ ェ ッ ト して い る

③ や せ て い る

④ 太 っ て い る

⑤背 が低い

⑥ス ポー ツ や か ら だを 動 かす こ と が 嫌 い

⑦月 経 の 時 腹痛 や頭 痛、 イ ラ イ ラ す る

⑧朝 ご飯 は食べ ない

⑨ご飯よりお 菓子を食べ ていること が多い

⑩牛乳や乳製品が嫌い

⑪今までに骨折 したことがある

は い

は い

はい

は い

は い

は い

は い

は い

は い

は い

は い

い い 疋

い い 疋

い い 完

いいえ

いい え

いい え

い い 乏

い い 走

い い え

いい乏

い い え

質 問 ３
．

あ な た の 活 動 （か ら だ を動 か す こ と） の こ と です。 時 間 を 書 い て く だ さ い。

①ふだん１臼何時間寝ていますか （

②ふだん１日で何時間 ぐらい動いていますか （

③ 学校までの通学は どちらですか。 どちらかにＯをつけて下さい 【

④自宅から学校まで どの ぐらいかかりますか （

⑤ 今 何 か ス ポ ー ツ を して い ま す か 【ス ポ ー ツ 名

⑥そ の ス ポー ツ は １ 週 間 に どの く ら い して い ま す か

⑦そ の ス ポー ツ の １ 回 の 時 間 は （

⑧小 学 校 や 幼 稚 園 の 時 ス ポ ー ツ を して い ま した か 【ス ポー ツ 名

⑨ その ス ポー ツ は１ 週 間 に どの く ら い して い ま した か

⑩ その ス ポー ツ の １ 回の 時 間 は （

） 時間 （

） 時聞 （

歩き

） 時間 （

（

） 時間 （

（

） 時間 （

） 分

） 分

自転車 】

） 分

】

） 何回

） 分

】

） 何回

） 分

学年 学級 番 調査番号

資 料 ２－２



一大東町中学生の骨密度と身体発育・栄養・活動 との関連調 査のお 願い一

思 春 期 前 後 は、 成 長 ホ ルモ ン の 作 用 で 身長 が 著 しく 伸 び る 時 期 であ る と と も に、 性

ホルモ ンの影響 で骨密度 （骨量） が急増する骨成長期でもあります。

骨 密度は生ま れてから徐々 に増えます が特 に思春期前後で 急増 し、 その後ま た２０歳

頃まで少 しずつ増 えま す。 その後４０歳く らいま では増乏ること はありませ んが…淀 量

を 保 ちま す。 し か し、 そ の 後 は 減 少 して い く こ と が 知 ら れ て い ま す。

高齢になって から骨粗髭症 （骨量 が低くなっ て骨折 が起こりやすく なる病気） をお

こ さないため にも思春期前後 の骨成長期 に骨量 や骨強度 ができる生 活をすること が必

要 で す。 骨 密 度 を 強 化 す る た め に は、 カ ル シュ ウ ム や ビ タミ ン Ｄ を取 る な どの 食 事 や

運 動 が 重 要 と い わ れ て い ま す。 しか し、 成 長 期 で あ る 中 学 生 を 対 象と した デ ー タ は 十

分ではありませ ん。 そこで骨 密度と身体発育、 各種栄養摂 取量、 活動 等の影響 を調査

し 明 ら か に す る こ と に よ り、 中 学 生 か ら 骨 密 度 が 強 化 で きる よ う な 生 活 を す る と、 大

人 にな っ て か ら 骨 粗 藩 症 を 予 防 す る こ と が で きる と 考 完 ま す。

そこで、 今回 学校の協力を得 ま して大東 町健 康調査の 一環と して中 学生の骨密 度の

測 定と栄養と活 動等のア ンケー ト調査をするこ とになりま したので 是非 ご協力お 願い

い た しま す。

調査責任者 東京女子医科大学看護学部母性看護学 久米美代子

骨密度と関係が有ると恩わ れるものの調査です。 お家 の方に聞い て書いてく ださい。

１． 生 ま れ た と き の 体 重 （ ） ｇ

２． 生まれたときの週数 （ ） 週 （ ） 日

以 上 は、 母子 健 康手 帳 に書 いて あり ます の で、 母子 健 康手 帳 をみ て書 い てく だ さい。

３１ 家 族 で 骨 粗 髭 症 の 人 が い ま す か。 どち ら か に Ｏ をつ けて 下 さい。

【 いる ・ い な い 】

【生徒・保護者の方へ】

お 答 克 い た だ い た 内 容 は、 骨 密 度 と 栄 養、 活 動 な ど健 康 と の 関 連 を 明 ら か に し、 誰

もが健康 な生活を送れるよう にするための貴重 な資料と して活用 させていただきます。

そ の 場 合、 結 果 は たく さ ん の 人 た ち の 乎 均 値 な ど数 値 と して 公 表 さ れま す が、 個 人 が

わ か る よう な 形 で 公 表 さ れる こ と は 絶 対 にあ り ま せ ん。

栄養調査に関 しては個 人データがでますので生徒個人 に緒果 をお返 しいた します。

健康な生 活に最も重 要な毎日の 食事を考えるた めの資料と して活用 していただけ たら

幸 い で す。

学年 学級 番 調査番号

資 料 ２－３



大東町申学生の身体や生活・活動 （身体を動かすこと） についての質問票

質 間 １． あ な た の 生 活 の こ と で す。 どち ら か にＯ を つ け てく ださ い。

①偏食が多い

② ダイ ェ ッ ト し て いる

③やせている

④ 太つ てい る

⑤背が低い

⑥ス ポーツや からだを動 かす こと が嫌い

⑦朝 ご飯は食べ ない

⑧ ご飯よりお菓子 を食べていること が多い

⑨牛乳や乳製品 が嫌い

⑩ 今まで に骨折 したこと がある

はい

はい

は い

は い

は い

は い

はい

はい

はい

は い

い い 疋

い い 疋

いい完

い い 乏

いい支

いい完

いいえ

い い 克

いいえ

い い え

質 問 ２． あ な た の 活 動 （か ら だを 動 か す こ と） の こ と で す。 時 間 を 書 い て く だ さ い。

①ふだんユ日何時間寝ていますか （

②ふだん１日で何時間 ぐらい動いていますか （

③ 学校までの通学は どちらですか。 どちらかに○をつけて下さい 【

④自宅から学校まで どの ぐらいかかりますか （

⑤ 今 何 か ス ポ ー ツ を して い ま す か 【ス ポ ー ツ 名 ：

⑥ そ の ス ポ ー ツ は ユ 週 闘 に どの く ら い し て い ま す か

⑦ そ の ス ポ ー ツ の １ 回 の 時 聞 は （

⑧ 小 学 校 や 幼 稚 園 の 時 ス ポ ー ツ を して い ま した か 【ス ポ ー ツ 名 ：

⑨ そ の ス ポ ー ツ は １ 週 間 に どのく ら い し て いま し た か

⑩ そ の ス ポー ツ の １ 回 の 時 間 は （

） 時閥 （

） 時間 （

歩き

） 時間 （

（

） 時闘 （

（

） 時間 （

） 分

） 分

自転車 】

） 分

】

） 何回

） 分

】

） 何回

） 分

学年 学級 番 調査番号

資 料 ２－４



し つ も ん ひ よ う

小学校高学年のための食事質問票
これ はテストでは 統り蒙せ ん

砺移嬉②食事を沸レ完τ《嬉さい

最 近１ が 属 の 食 べ 方 を一ｓ㌔り か え っ て、 総 食 以 外 に つ い て 考 え てく だ 害 い
。

移夢完琶搬いτ《嬉きい

㌧ 漱
氏 名

嬉 く き ん 質 問 榊 あ＆ 晴 訂 赫、
あ き 珊 考 完 昌 審 載 億専 嬉 い嬉 い 奮も 番 号

暮 嬉 完 冨 く 嬉 き い ね、
（嚢紘くてか抑 舵ん）

（し つ も ん が む ず か し い ば あ い に は、

お う ち で 食 撃 の じ ゅ ん ぴ を お 毛 に し て い る ひ と を い っ し ょ に 考 免 な 秘 ら、 こ だ 桑 て く だ さ い）

１豚 昌 し 箏②狗 唯 へ１ お答え いだだ いた肉 容は、 窟べ物と健簾との関遵 を弱 ら
かにし、 だれもが健康 な隻活を送れるようにするだめ⑳貴 蔓な資 料＆して溝踊さ

せ て い た だ き 表 ず。

その場含、 緒桑 はたく さんのひとたち⑳平均値な どの数 値と して 公義書れ叢

ず。 お 等 様 個 人 が わ か る よ う な 影 で 公 表 さ 杓 る こ あ は 絶 糊 二 統 り 塞 世 ん。

ζ書き方〕

太 い黒 の 克ん ぴつをつ かってくだ害い。まちが免 た時 は 消しゴム で消して かきな 捻してください箒
この 罵 紙 は 機 械 で読 み 取り護す。文 字 は わく線に か からな いぷうにて いね い１二か いてください。

歓 字 ②砕 豚 ん ギＯ 恥 ⑳記入例 よいかきかた わるいかきかた

狡紅 慶 鋒
防 てくださ い。

○榊敏 字奮答気τく鰭 裁亀

性別（◎印を記入）

口 肱 脱 口 お 榔 こ

生隼潟驚

，威
〔

犀
口 〕

層
〔 口 賢

きめ（こ棚こた気る驚）の冒づ１す

。成
正

隼
口 〕 潟

〔 口
冒

しん為め（せ⑳たか書）

口 工 。〔コ
ー

捻い晩う（からだの捻亀剖

ロ コ ユ ロ
㎏

資料郷 渥ＯＨＱ！Ｏｙ＿
王
＿
２ ２００遂。 蝸，２６ 版 ｏ 閉



最近 肋１目 ②食ぺ 行をふ則 か身っ τ、 給食 以外ほつ いτ 着えτ く ださ い。

○ 印 ば わくの 巾 の コ ップ１ 杯くら い の 牛 乳・１ヨー グ ル ト とり 肉 、；、た 肉・ 牛 肉 ハ ム ・ソ ー セ ー

低 脂 肪 、ｂ、つっ の 毛 の （ひ き 肉 を 含 む／ （ひ き 肉 を 含 む） ジ・べ 一 コ ン
レ バ ー

をな ぞって かい

てく ださ い．
毎 目２回 以」

ヒ 毎 買２回 以 上 毎 胃２回 以 上 毎 冒２回 以 上 毎 日２回 以 上 毎 目２回 以 上

良 い 例 毎 目／回 簿 胃１回 毎 胃王回 毎日 距 毎 胃 晒 毎 日 胴

憂
遇尋～６回 遜４～６圃 週雀～６園 週４～６回 逓４～６回 週４～６回

薯 い 例 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３園 遇２～３ 回 週２～３回

毎日２圃以 遇１回 遇１回 週１回 週１回 週 晒 週｝回

喜目２回以上
週 胴 未 満 遜１回 未 満 遜／回 未 満 週１回 未 満 遇亘回 未 溝 週 晒 未 鴻

魯 目２回 以 上

の まな かった のまなかった 食 べ なかった 食 べな かっ た 食 べ なかった 食 べな かった

ツ ナ 缶
ひもの’しおをした

． さか な（しおさ ば・し
（まぐ

奪
の あ ぶら

おさけ・あじの ひも
煩 げ）

の など）

ア ブフ が 多 い 魚 アブラが少なめ の魚

い が ・た こ・ 骨 ご と 食 べ る （い わし１さば・さん （さけ・ま す・白 身 の
た ま ご

え び・貝 さ か な ま１、；ミり・にしん・うな 魚・淡 水 魚・か つ お
（に わ とり の 卵１個 ＜

ぎ・まぐろトＱ など） など１
ら い）

毎 冒２回 以」ヒ 毎 目２回 以 上 毎 冒２回 以 太 毎 胃２回 以 上 毎 日２回 以 上 毎 目２回 以 上 毎 日２回 以．ヒ

毎 冒 嘔 毎 胃１回 毎 冒ユ回 毎日 嘔 毎 目至回 毎 胃 腫 毎 目 胴

週具～６回 遜４～６回 趣童～６回 週套～６回 週尊～６回 週４～６回 週４～６回

週２～３回 遡２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３ 回

週 晒 週１回 週ユ回 週 阪 週 晦 週１回 週１回

週 距 未 満 遇ユ回 未 満 週１回 未 沸 週 腹 未 満 週 嘔 未 減 週ユ回 未 満 週１回 未 滴

食 べ なかった 食 べ校 かつた 食 べ なかった 食べ だかっ た 食 べな かった 食 べ なかっ た 食 べ なかった

つけ物 サフダ

とう、ｓ・・あ、ｓミら あ いも ＿緑 の 』 い
（す べ ての 種 類事

葉 や さ い

レタス・キ ャ ベ ツ
トマト・トマ トケ

げ・あ つ あ げ
なっとう そ の 他 の す べ て

千 切 りな ど
チ ャッ プ・トマトシ

（梅 干 は の ぞ＜）
（トマトは の ぞく）

チ ュ ー

毎 日２回 以 上 毎 冒２回 以 ヒ 毎 胃２回 以 上 毎 冒２蔵 以 上 毎 目２回 以 上 毎 目２回 以 上 毎 目２回 以 ｋ

毎Ｅ１ 胴 毎 日 胆 毎 削 回 毎 員！回 毎 則 回 毎 削 回 毎 目！回

遜４～６回 週弩～６回 週４～６回 週４～６回 週４～６回 週遂～６回 週遂～６回

週２～１個 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３園 週２～３回

週 至回 週至回 週 １回 週１回 週１回 週玉回 遜１回

週 胴 未満 週１回未満 週 匝 未満 遇１回未満 週／回未満 週 胴 未満 週 晒 未満

食 べ なかった 食 べ な かっ た 食 べな かった 食 べ なかった 食 べ なかっ た 食 べな かった 食 べな かった

料 理 に 使 っ た や さい（つ けも の１サ フタ 以 外）

緑 の ユ、葉 やさい
に ん じん１か ぼ たまね ぎ・ご ぼう１

き の こ

（ブＱツコリーを キ ャ ベ ツ・自 業 だ いこ ん・か、ｓミ （す べて の 種 類）
わ か め

、ｓ・くむ）
ち や れ ん こ ん な ど

毎 目２回 以 五 毎 貿２回 以 上 毎 胃２回 以 上 毎 目２回 以 上 毎 目２回 以 上 毎 目２回 以 上 毎 冒２回 以 上

毎 日 胴 毎 冒１回 録 冒１回 毎 日 距 毎 目玉回 毎 冒！回 毎 胃１回

週遂～６回 遇４～６回 週尊～６回 週４～６回 週４～６回 週逐～６圓 週４ ～６回

週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回

週三回 週Ｉ回 週１回 週 睡 週 玉回 週三回 週 玉回

週 順 未 満 週１回 未 滅 週互回 未 減 週 炬 未 浦 週 距 未 繍 週互回 未 満 遇玉回未 満

食 べ なかった 食 べな かった 食 べ なかった 食 べ なかった 食 ぺな かっ 危 食 べ なかった 食 べな かった

〔〕芦口１ま才っくの 巾σ）

をな ぞって かい

てく ださ い．

良 い 例

薯 い 例

資 料 ２－６



お 菓 子１お や つ 〈だ もの

洋 菓 子・クッ キ ー・ ス ナック 菓 芋 ポ テ せ ん べ い・毛 ち・
ア イ ス クリ ー ム

み か ん・グ シ ー プフ か き・い ち 』・ そ の 他 の

ビスケツト トチツプ お 好 み 焼 きなど ル ーツなど キウ イ す べ てのくだも の

毎 目２圓 以 上 毎 胃２廓 以 上 毎 目２回 以 上 毎 目２回 以 上 毎 胃２回 以 ヒ 毎 員２回 以 上 毎 目２回 以 上

毎 醐 回 毎 冒 晦 毎 削 回 簿 胃 距 毎 目／回 毎 削 回 毎 胃ユ回

週４～６回 週４～６回 遇ξ～６回 週｛～６回 １搦４～６回 週４～６回 遜ヨ～６回

週２～３回 週２～３属 週２～３回 週２～３固 遜２～３回 週２～３回 週２～３回

週ユ国 週１圓 週至固 週 距 週１圓 遇亘回 週１回

週ユ回 宋 満 週１回 未 満 週至回 未 満 週至回 未 満 遇ユ回 未 溝 遇ユ回 未 満 週／回 未 満

食 べな かった 食 べ な かった 食 べな かった 食 べ なかった 食 べ なかった 食 べな かった 食 べ なか った

パン
めん類 のみもの

マ ヨ ネ ー ズ １
（お か ず パ ン・菓 子 うど ん・ひ や む ぎ・ ら一 め ん・やき そ ぼ ス パ ゲ ツ テ ィ・ お 茶

ドレッシ ン グ
パ ンも、ｓ、くむ）

そ ぼ
そうめん インスタントら一め ん マ カロ ニ な ど

毎胃４杯 以 上

毎 目２回 以 上 毎 目２回 以 上 錆 胃２園 以 上 毎 目２臓 以 上 毎 目２回 以 上 毎 胃２回 以 上 毎 胃２～３杯

毎目 晒 毎日 胴 毎冒 晦 毎員 距 毎員１属 毎 削 回 毎目１杯

週考～６回 週考～６回 週考～６回 週４～６回 週４～６回 週専～６回 週項～６杯

週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 遜２～３回 週２～３杯

週／回 遜１回 遜！回 遇 １回 週！回 週 晦 週１杯

遇 晒 未 溝 週 距 未 満 遇１回 未 満 遇 距 未 満 週１回 未 溝 週 嘔 末 満 週１杯 未 満

食 べ なかった 食 べな かった 食 べな かった 食 べな かった 食 べ なかった 食 べ征 かつた のまなかつた

の み も の 「主 奮 の あ る 覇 食」を 帽 の朝 食と夕食」に ｒ帽 の覇 食とタ 釦１二

コ ー フ１ジ ュ ー ス 椥０％果 物 ジ ュ ⊥ ス
食 べ た 回 数 食 べた ごは ん の 杯 数 食 べ たみ そ 汁 の 杯 薮

絃 茶 ・ウ ー ロ ン 茶 コ ー ヒ ー １ｏｏ耗以 外 の ジュー ス

（ス赤
’
一ツドリンクも、；・〈も

１００％野 菜 ジ ュ ー ス
毎 輔 ８杯 以 上 ８ 級 以 上

毎 胃４杯 以 上 毎 閑 杯 以 上 毎 員４杯 以 上 毎 胃４杯 以 上 遇 に６回 ６～７杯 ６～７杯

毎 日２～３杯 毎 日２～３杯 毎 臼２～３杯 毎 目２～３杯 遜 に５圓 ５杯 ５杯

毎 帥 杯 毎 則 杯 録 嗣 杯 毎 則 杯 遜 に尊回 考杯 ４杯

週巧～６杯 週尋～６杯 週４～６杯 週４～６杯 遇 に３回 ３杯 ３杯

週２～３杯 週２～３杯 週２～３杯 週２～３杯 週 に２回 ２杯 ２杯

週！杯 週三杯 週王杯 週至杯 遇 にユ回 至杯 １杯

遇／杯 未 満 週至杯 宋 満 週王杯 未 満 遇至杯 未減 週 にユ回 未 満 至杯 未 滴 １杯 未 滴

のまなかった のまなかった のま征 かっ た のまな かった 食 べ 征かった 食 べな かった 食 べ なかった

「主 食」と は、』 は ん、 パ ン、 め ん 類、＝１一 ン

フレ ー クな ど の こと を い い ま す。

下にあげたたべものをどのくらいの回数で食べていまじたか？

もっともあて はまる答えひとつ の わく線 の 中 に◎ 印を かいてください。

げん米・はいが米

コーヒー 紅 茶 には
を食 べたり、 ごは ん

さとうを 入 れて いま 肉 を 使 っ た 料 理 ハ ム・ソ ー セ ー ジ な ども、５・くみ ま す） に麦（むぎ）や雑 穀

し た か ハン バ ー グ・カレ ー・ あ げ も の ・ 和 風 の に毛 の・な べ
（ざっ こく）を 混 ぜ て

や き 肉・ス テ ー キ・
ミートソ ース な ど て ん、ｓミら（こ ども 一 い た め も の ・中 華 もの・どん、ｓミりも の・

食 べ る 二と は あ りま

グりル
洋嵐の 糀璽 人 が 食 べ る童） しるもの・みそ 汁

した か

い つも 毎 冒２回 以 上 毎 實２回以 上 毎 員２回 以 上 毎 實２圓 以 上 毎 胃２圓 以 上 い つも

ときどき 毎 冒 順 毎 削 圓 毎 員１回 毎 實１回 毎 削 回 ときどき

い い え 週４～６回 遇遵～６回 週ζ～６回 遜４～６回 週４～６圓 ま れ に

週２～３圓 遇２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 い い え

週至回 週豆回 週且回 週妻圓 週／回
次 ② ぺ 一 ジ 壱

週 胴 未 滅 週 胴 乗 浦 週！回 未 満 週１回 未 満 週亘回 未 満 答 え τ

食 べな かつた 食 べな かった 食 べ なかっ た 食 べな かった
．

食 べ なかった
く だ 裁 一

。

資 料２－７



壱っ ζ壱あ τほ害る答臭ひζつ②わく線②中ほ

○ 印 をカ叱一τ く ぽ さ “。

お 肉（牢 肉 や、ｓミた 肉）の 脂 身（あ、ｓミら み）は

好ん で食 べ てい た

や や 好 ん で食 べ てい た

さ か な を 使 った 料 理（い か１た 二・え び・貫 も、ｓ・くむ） 好きでも嫌い でも 楓 ・

に ざ が な・な べ あまり食 べ なかった

お さし み・お す じ や き ざ か な
も の１み そ 汁

て ん汁；ミら・フライ
ほとんど食 べ なかった

毎日２回 以 上 毎 員２回 以 上 毎 醐 回 以 上 毎 目２回以 上
め ん 類 の ス ー プ・ 家 庭 で の 味 つ け は

毎日／回 毎 胃１回 毎 冒 胴 毎 目１回 汁 を の む 量 は 給 食 と 比 べ て

週套～６回 週４～６回 週＃～６回 週遂～６回 ほと ん ど 全 部 うす い

週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 ８割 くらい 少 しうす い

週至属 週王回 遇１回 週１回 ４～６割 同 じくら い

週 距 未 満 週 嘔 未 満 週１回未 満 週王回 未満 ２割くらい 少し二い

食 べな かっ た 食 べなかった 食 べな かった 食 べ なかった ほとんどのまな い こい

食 事 の とき に しょっ ゆ・ソ ー ス を 給 食 と
、

おっち で い つ も 食 べ て い る 量 を 銘 べ ると

量は おかずは ごはんは
食べるはやさは

か ならず 使う か在り多 め 家 のほうが かなり多い 家の ほうがか なり多 い かなりはや い

よく憧う やや 多め 家 のほうが 少し多 い 家の ほうが少 し多い や や は や い

ときどき使う ふ つう ほ ぼ同じくらい ほ ぼ 同じくらい ふ つう

ほとんど 使 わない や や 少な め 絵 食 のほうが 少じ多 い 絵 食の ほうが 少し多い や や お そ い

まったく使 わな い か なり少な め 絵 食 のほうが かなり多 い 絵 食の ほうがか なり多 い かなりおそ い

好きでも嫌い でも征 い

あまり食 べ なかった

ほとんど食 べ なかった

め ん 類 の ス ー プ・

汁をのむ量は

ほとんど全 部

８害１ｊくらし・

４～６割

２害≡ｊく ら』、

ほとんどのまな い

家庭での 味つけは

給食と比べて

うす い

少しうす い

同 じくら い

少 し二 い

こ い

季節によって食べ方が大きくちがう食べ物

こ の１年 間 で もっともよく食 べ た 季 節 を 患 い 出 して、

そのころの食べ方についておしえ て＜ださ い。

みかん かき（柿） いちご
からだを動かす

毎冒 胴 以上 毎目２回以上 毎胃 距 以上 何かの理由が お医者さんの 遊びは

毎日１回 毎 削 回 毎 酬 回
あ っ て、

最 近 しどうの もとで、
よくしま す か

食べ方を 食事のコントロールを

週４～６回 １馳 ～６回 週｛～６回 変 え ま じた か して い ま す か とてもよくする

遇２～３回 週２～３回 週２～３圓 よく す る

週 距 週工回 週１回 至～２年前 に変え た はい ふ つう

遇 胴 未 沸 週！回 釆満 週！回 未 満 １年 前 以 内 に変 えた いいえ あまりしな い

食 べ なかった 食 べ なかった 食 べなかった い いえ ほとんどしない

給 食 の 食 べ 方 につ いておしえてください。
不 の食へものはそれぞれどれくらい食へていますか。もっとも近い答えひとつに◎をつけてください。

ごはんやハン お肉 おさかな やさい くだもの 牛乳

ほとんど食 べ ない ほとんど 食 べな い ほとん ど食 べな い ほとん ど食 べな い ほとんど食 べな い ほとんどのまな い

半 分くらいの二す 半 分くらい のこす 半 分くらい のこす 半 分くらい のこ す 半 分くらい のこ す 半 分くらい のこす

少しの二す 少 しのこす 少しのこす 少しのこ二す 少しのこす 少 しのこす

全 部 食 べる 全 部食 べる 全 部 食 べる 全 部 食 べる 全 部 食 べる 全 部 の む

蒔 々 お か わりをす る 蒔 々 お か わりをする 時々 お か わりをす る 時 々 お か わりをず る 時々 お か わりをす る 時 々 お か わりを ずる

よくお か わりを する よくお かわりをする よくお か わりをする よくおか わりを する よくおか わりをする よくお かわりをする

みかん

毎冒２回 以 上

毎 日１回

週４～６回

遇２～３回

週 距

遇 胴 未沸

食 べ なかった

かき（柿）

毎 目２回 以 上

毎 員１回

１馳 ～６回

週２～３回

週工回

週！回 釆満

食 べ なかった

この質問票におもに

答 えた ひ と は だ れ で す か
百

いくつ でも ◎ をしてくださ い

いちご

毎 胃２回 以 上

毎 酬回

週｛～６回

週２～３圓

週１回

週！回 未 満

食 べなかった

じぶ ん

母

口父 ３ 沌 ホ 洲 酎。ホ 刎 蜘き害 酌 た。
ほかのひと 書 き 忘 れ が 蝋 肋１、 壱 う ■ 膚 見 直 し τ く 盾さ い

。
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